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Summary
This paper examines training programs for graduate students as junior educators and researchers in U.S. universities 
in order to learn lessons for the development and improvement of such programs in Japan. For training junior educators, 
teaching assistant (TA) programs play a crucial role in providing graduate students with invaluable experience of developing 
their teaching skills. Most large research universities have training programs for new TAs in place, and Preparing Future 
Faculty (PFF) programs, started in the 1990s, have been assisting graduate students to acquire important skills and 
knowledge to become faculty members.
For training junior researchers, research assistant (RA) programs and postdoctoral fellow (PDF) programs play a 
major role in providing graduate students with opportunities to develop their research skills. Unlike with TAs, there is 
no systematic training program for RAs and PDFs, but lessons can be learned from U.S. programs of the responsibilities, 
statuses, and remuneration for RAs and PDFs at Japanese universities.
Japanese universities have expanded their programs for TAs, RAs, and PDFs, but now the quality of these programs 
needs to be improved to develop the next generation of educators and researchers in Japan.
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発に拠出する額は連邦政府の10分の１程度である（NSF, 2002, pp. 1–2）。したがって、公的な機関の中では連邦政府
が大学に対する最大の資金源となっており、その配分は「全米科学財団（National Science Foundation）」、「国立衛生
研究所（National Institutes of Health）」などを通じて行われている。こうした連邦政府から各大学へ配分される研究
助成金は、50年代後半以降の大学院生の量的増大に貢献しただけでなく、博士号授与大学や博士号所得者数も劇的に
増大させている。たとえば、博士号の学位授与数は85年には31,297名であったが、工学と自然科学分野を中心に95年
には41,610名へと増加している（AAU, 1998, pp. 2, 9）。
連邦政府は各大学への研究資金の配分に加え、学生・院生の増加とともに「授業料奨学金」「カレッジ・ワークス
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タディ」「学生貸付金」などの学生支援も積極的に行うことになる。たとえば、95年における連邦政府の各大学に対
する財政支出の内訳は159億2,600万ドル（47.4％）が研究開発に、155億6,500万ドル（46.3％）が学生援助に当てら



























（Stanford University, 2004, pp. 3–4）3）。また、通常の学期期間における最低限の任用時間は10％時間とされ、最大50％
時間を超えることはない。50％以上の業務は、学位取得に向けた研究の進展を妨げるからである。フルタイムで働く
者は、勤務時間が週40時間と定められているので、50％時間とは週20時間を意味する。したがって、RAの勤務は週






















































て RA経費が予算化され、540人分の RA予算が確保された。翌97年には RAへの財政支援は、約４倍の2,405人に拡
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２） 　本稿ではスタンフォード大学の Center for Teaching and Learningの名称を基に便宜上「教授・学習センター」
という総称を使っているが、実際のセンターの名称はワシントン大学の Center for Instructional Development and 
Research等様々なものがある。
３） 　Predoctoral Research Affiliateとは、Ph.D.を取得（もしくは候補）した院生である。（a）工学と自然科学の場
合には、RA業務の範囲を超えた研究や管理的な仕事を遂行する者、（b）人文学と社会科学の場合には、ファカ
ルティ・メンバーの監督の下で研究に従事する者、に区分される（Stanford University, 2004, pp. 3–4）。
４） 　人文学系の PD制度の条件整備に大きな貢献を果たした財団が1969年に創設された「アンドリュー・メロン財
団（The Andrew W. Mellon Foundation）」である。同財団が雇用する PDは、いずれの大学でも同じような条件で
雇用され、授業担当が条件となるものの自分の研究活動を行う自由も与えられている。給与の条件は、同じ大
学の助教授の初任給の85％に相当する額に設定されている。同財団の活動は、80年代半ばから開始され、現在
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